
本市の保育施設の話を直接聞けるチャンスです

令和7年度 保育士就職フェア
市内の保育施設が一堂に集まります。各園の特色や、働き方、採用に関する

情報交換ができる場です。「将来、保育士として働きたい」と考えている学生は
もちろん、一般の希望者も参加大歓迎です。ぜひご来場ください。

▶とき　8月16日（土）　午後1時〜4時
▶ところ　市役所防災センター棟1階 避難所1（竹迫2140）
▶対象

本市の保育施設などで働きたいと思っている人
（学生や一般の希望者も大歓迎）

▶参加費　無料
▶参加園

 市内の保育所、保育園、認定こども園、地域型保育事業所
など

▶その他
・ 会場で各園の話を聞いた参加者に『園チケット』を配布しま

す。2カ所以上のチケットをもらった人には、先着順で商
品券をプレゼントします。（なくなり次第終了）

・服装は自由です。お気軽にご参加ください。

●問い合わせ先
　こども未来課 保育班
　☎ ０９６－２４８－１１６２

※ 詳しくは市ホームページ
をご覧ください。

●問い合わせ先
　農政課 農政班　☎ ０９６－２４８－１４４５

【献穀事業の今後の祭事（予定）】
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「今年は就農から50年と
いう、私にとって節目の年
です。その年に献穀者に選
ばれ、喜びと責任の重さを
感じています。

代々受け継いできた田ん
ぼで良い米を作り、無事に
秋の収穫を迎えたいと思い
ます」

献穀事業は、食と農業の大切さを次世代に
伝える役割も果たしています。御田植祭には、
上庄区のこどもたちが田

た
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として参
加しました。こどもたちは、関係者と一緒に
水が張られた田に入り、苗を丁寧に植え付け
ました。

『清祓祭』では神職が田を清め、五穀豊穣を
祈りました。『播種祭』では、献穀者に選ばれ
た嶋田昭一さん・絹子さん夫婦、菊池地域献
穀事業推進協議会の荒木義行会長（合志市長）、
東
ひがし

哲
てつ
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や

副会長（JA菊池代表理事組合長）が、苗
床に種をまきました。

略　歴
昭和62年4月　熊本県入庁
平成28年4月　商工観光労働部企業立地課長
令和3年4月　知事公室危機管理監
令和5年4月　県南広域本部長
令和7年3月　熊本県退職

7月1日に副市長を拝命しました。成長し続けている合志市で仕事が
できる感謝と喜びと共に、責務の重さに身の引き締まる思いを感じてい
ます。

今年3月末に県を退職するまで、商工や地域振興、防災、文化財活用
などに携わってきました。これから、この経験を活かすと共に、何より
地域の状況をしっかりと把握し、荒木市長のもと、市議会、職員と、人
と地域が輝き、未来につながる、健康で幸福な都市の実現に力を尽くし
ます。

また、本市では、半導体関連企業などの立地が進み、農畜産業も盛ん
です。住みやすいまちとして全国的にも評価され、人口も増え続けてい
ます。今後、持続的に成長、発展していくために、産業のさらなる振興、
住み続けたくなるまちづくりなど、企業、団体や市民の皆さんと共に
取り組みたいと考えています。これから、どうぞよろしくお願いいた
します。

新副市長就任のごあいさつ
６月30日の市議会で同意を得て、7月１日に岡村郷司副市長が就任しました。

毎年11月23日、その年に収穫された新穀を天皇陛下が神々に供え、ご自身も食する『新
にい

嘗
なめ

祭
さい

』。収穫への感謝と
五穀豊穣を祈る祭りに各都道府県の農家が米と粟を献上するのが献穀事業です。県内では、各地域振興局管内を
持ち回りで実施しています。133回目となる令和7年度は、菊池地域2市2町（菊池市、合志市、大津町、菊陽町）
とJA菊池が推進協議会を作り、本市の農家が献穀を実施します。本市での実施は65年ぶりです（当時は旧合志町）。
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五穀豊穣を祈り 収穫に感謝

令和7年度 菊池地域 献穀事業

▲市ホームページ

▲市ホームページ

※献穀事業は市ホームページでも
　紹介しています

3 広報こうし ● 2025.8 2広報こうし ● 2025.8


